
［成果情報名］島原地域におけるマメ科緑肥作物クロタラリアに関する農業者の評価

［要約］島原地域でのクロタラリアの作付は平成 年から始まり、平成 年に と急激に10 15 36ha
増加している。作付体系は 「春バレイショ＋クロタラリア＋秋バレイショ」が多い。クロタラ、

リアの評価は、土壌改良効果、線虫防除効果の評価が特に高く、緑肥効果は比較的低い。
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［分類］指導

［背景・ねらい］

近年、島原地域のバレイショを中心とする野菜産地において、地力維持、線虫防除対策として

マメ科緑肥作物クロタラリアの作付導入が進んでいる。しかし、その作付実態等が不明であるた

め、アンケート調査により作付実態と農業者の評価等を調査する。

①調査対象：ニンジン生産農家（Ｓ市、ＡＲ町 、バレイショ生産農家（ＴＩ町、ＯＢ町、Ｍ）

Ｉ町、ＫＺ町 、有機生産組合（ＡＩ町、ＫＺ町））

②調査時期：平成 年 月15 8
③配布数等：配布戸数 戸、回答戸数 戸、回収率 ％190 81 45

［成果の内容・特徴］

１．島原地域でのクロタラリアの作付は 年に ａから始まり、 年 ａ、 年1998 15 2000 175 2002
1,543 2003 3,632 81 1,031ａ 年 ａ 戸 と急激に増加している 作付面積が大きいのは ＯＢ町、 （ ） 。 、

ａ、ＭＩ町 ａ、ＡＩ町 ａであり、これらは県のバレイショ作付け上位３位までの産地870 840
である（表１ 。）

47２．クロタラリアを組入れた作付体系は 「春バレイショ＋クロタラリア＋秋バレイショ」が、

％で 「その他＋クロタラリア＋秋冬はくさい」が ％で、他はレタスの間作が ％、だい、 11 17
こんの間作が ％と割合が高い（表２ 。7 ）

． 、 、 （ ）。３ クロタラリアに期待する効果は 後作への土壌改良効果 線虫防除効果が高い データ省略

、 、 、 。 、クロタラリアの評価は 土壌改良効果が最も高く 線虫防除効果 緑肥効果の順である また

バレイショ１年２作農家は１年１作農家に比べ、線虫防除効果の評価が高い（表３ 。）

． 、 。４ 農業者が考える ａ当たりのクロタラリアの種苗費の上限金額は 平均で 円である10 6,456
農家の属性では、認定農業者 円、エコファマー 円、有機生産組合員 円、そ6,083 6,552 6,667
の他 円とやや差が認められる（表４ 。しかし、バレイショ１年２作農家と１年１作農6,783 ）

家はともに 円と同じである（データ省略 。6,400 ）

． 、 、 、５ クロタラリアに関する情報の入手先は 農協担当者 ％ 普及員 ％が特に高く他の農家36 30
役場職員の順である（表５ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．バレイショ連作地域における緑肥作物の普及推進に活用する。

２．クロタラリアはマメ科作物なので、長期連作では忌地の発生に注意する。



［具体的データ］

［その他］
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　表２　クロタラリア前後作の作付割合（単位：％）
作　付　体　系　等 割　合

　春ﾊﾞﾚｲｼｮ＋ｸﾛﾀﾗﾘｱ＋秋ﾊﾞﾚｲｼﾖ 47
　その他＋ｸﾛﾀﾗﾘｱ＋秋冬はくさい 11
　春レタス＋ｸﾛﾀﾗﾘｱ＋秋レタス 17
　秋だいこん＋ｸﾛﾀﾗﾘｱ＋冬だいこん 7
　いちご＋ｸﾛﾀﾗﾘｱ＋いちご 3
　その他＋ｸﾛﾀﾗﾘｱ＋秋だいこん 3
　春ﾊﾞﾚｲｼｮ＋ｸﾛﾀﾗﾘｱ＋冬レタス 1
　そ　の　他 6
　不　　　明 5
　合  　　計 100

  表３　クロタラリアの評価内容の割合（単位：％）
土壌改良 緑肥効果 線虫防除 そ の 他

認 定 農 業 者 40.8 23.9 33.9 1.4
ｴ ｺ ﾌ ｧ ｰ ﾏ ｰ 36.1 30.2 30.2 3.5
有機生産組合員 33.3 40.0 26.7 0.0
そ    の    他 35.3 26.8 29.2 8.7

37.0 27.8 30.7 4.5

ｼﾞｬｶﾞｲﾓ1年2作農家 37.8 24.1 36.4 1.5

ｼﾞｬｶﾞｲﾓ1年1作農家 41.0 21.7 28.3 9.0

注　評価は４項目の順位に基づき加重集計した

区　　　　　分
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  表５　クロタラリアの情報の入手先（単位：％）
区    分 戸数 農協担当者 役場職員 普 及 員 他の農家 新 聞 等 そ の 他
Ｓ　  市 10 100 0 0 0 0 0
Ａ Ｒ 町 12 13 0 67 7 13 0
Ａ Ｉ 町 8 0 0 29 36 0 36
Ｔ Ｉ 町 1 0 0 0 100 0 0
Ｏ Ｂ 町 24 50 8 27 8 4 4
Ｍ Ｉ 町 25 19 31 19 25 6 0
Ｋ Ｚ 町 1 0 0 100 0 0 0
合    計 81 36 9 30 14 5 5

　表１　クロタラリアの導入面積の推移（単位：ａ,戸）
市町村名 区分 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

面積 0 0 40 40 80 120 380
戸数 0 0 2 2 2 4 10
面積 0 15 15 5 55 245 431
戸数 0 1 1 1 3 5 12
面積 0 0 0 100 220 670 840
戸数 0 0 0 1 2 4 8
面積 0 0 0 0 0 0 30
戸数 0 0 0 0 0 0 1
面積 0 0 0 0 0 130 1,031
戸数 0 0 0 0 0 4 24
面積 0 0 0 30 70 348 870
戸数 0 0 0 1 4 15 25
面積 0 0 0 0 0 30 50
戸数 0 0 0 0 0 1 1
面積 0 15 55 175 425 1,543 3,632
戸数 0 1 3 5 11 33 81
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  表４　ｸﾛﾀﾗﾘｱ種苗費の上限金額（単位：円／10ａ）

農 家 属 性 上限金額
認 定 農 業 者 6,083
ｴ ｺ ﾌ ｧ ｰ ﾏ ｰ 6,552
有機生産組合員 6,667
そ    の    他 6,783

全　　　　体 6,456


